
 

クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 ＣＬＯＭＡは、クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（英

文名：Japan Clean Ocean Material Alliance、略称「ＣＬＯＭＡ」）と称す

る。 

 

（目的） 

第２条 ＣＬＯＭＡは、地球環境の新たな課題である海洋プラスチックごみの

問題解決に向けて、プラスチック製品のより持続可能な使用並びにプラスチ

ック廃棄物の削減につながる革新的な代替品の開発及び導入普及を図るため、

業界の垣根を越えて経済界全体としての活動を企画・推進し、官民一体とな

って素材を通じた持続可能な発展を推進する母体となることを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 ＣＬＯＭＡは、前条の目的を達成するため、以下の事業を行うことと

する。 

（1）プラスチック製品のより持続可能な使用並びに革新的な代替品の開発及

び導入普及に向けたビジネスマッチングの場の提供と支援。 

(2) プラスチック製品のより持続可能な使用並びに革新的な代替品の開発及

び導入普及に関する情報の収集と発信。 

(3) ワンウェイの製品に使用する素材の最新の技術動向に関する調査・研究 

(4) 世界のビジネス界、海外の諸機関等との連携・協力 

(5) 前各号に掲げるもののほか、ＣＬＯＭＡの目的を達成するために必要な 

事業 

 

第２章 会員 

（種別） 

第４条 ＣＬＯＭＡは、ＣＬＯＭＡの趣旨に賛同した企業、団体等を会員とす

る。 

２ 会員は正会員及び賛助会員で構成される。 

３ 正会員は、ＣＬＯＭＡの幹事として運営に携わることができる幹事会員及

び第１４条の部会等の活動を行うことができる一般会員からなる。 

４ 会員は、ＣＬＯＭＡの事業活動に参画することができる。 

 



（入会） 

第５条 入会を希望するものは、ＣＬＯＭＡ入退会規則に定める入会申込書を

事務局に提出し、幹事会の決議をもって承認される。 

２ 会員は、ＣＬＯＭＡ非公開情報の取扱規則及びＣＬＯＭＡ入退会規則を遵

守しなければならない。 

 

（退会・除名） 

第６条 会員は、会長に届け出て退会することができる。 

２ 会員が会費を納入せず、督促後なお会費を納入しない場合は、当該年度末

をもって退会したものとみなす。 

３ 会員の立場を利用しＣＬＯＭＡの信用を著しく害した場合は、幹事会の決

定によって、会員を除名することができる。 

 

（オブザーバー） 

第７条 ＣＬＯＭＡにオブザーバーを置く。 

２ オブザーバーは、経済産業省等の政府機関及び関係公的機関などで、その

参加がＣＬＯＭＡの活動に有意義と認められるものを会長が承認する。 

３ オブザーバーは、ＣＬＯＭＡの活動に必要に応じて参加し、ＣＬＯＭＡの

目的達成のため助言と支援を行うことができるものとする。 

 

第３章 役員及び事務局 

（種別及び定数） 

第８条 ＣＬＯＭＡは、会長１名、幹事２０名～３０名程度、監事若干名を置

く。 

２ 幹事は、幹事会員の中から総会にて選任する。 

３ 会長は、幹事の中から幹事会にて選任する。 

４ 監事は、幹事会員の中から会長が選任する。 

 

（職務） 

第９条 会長は、ＣＬＯＭＡを代表し、業務を統括する。 

２ 幹事は、幹事会の構成員としてＣＬＯＭＡの運営に関する重要事項につい

て審議する。 

３ 監事は、ＣＬＯＭＡの収支決算の監査を行う。 

 

（任期） 



第１０条 会長及び幹事の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、任期満

了後、新たに会長及び幹事が選任されるまでは、引き続きその職務を行う。 

２ 会長又は幹事がその属する企業又は団体においてＣＬＯＭＡの役員を交代

する事由が生じた場合は、会長は第１５条に定める事務局長に、幹事は会長

に、それぞれ届け出るものとし、その日付をもってＣＬＯＭＡの役職を辞任

したものとする。 

３ 前項の場合、当該企業、団体等の後任者は、前任者のＣＬＯＭＡにおける

役職を継承するものとし、任期は前任者の残任期間とする。 

 

（報酬） 

第１１条 ＣＬＯＭＡの会長、幹事及び監事はいずれも無報酬とする。 

 

第４章 組織 

（総会） 

第１２条 総会は会長が招集し、その議長となる。 

２ 原則として年１回開催する総会において事業計画及び事業活動等の報告並

びに事業報告及び決算の決議を行う。 

３ 総会の決議は、出席会員の過半数をもって決定するものとし、可否同数の

ときは、議長の決するところとする。 

４ 会長又は事務局長の発意により、書面又は電子メールによる総会を開催す

ることができる。この場合、総会構成員からの回答をもって出席とみなす。 

 

（幹事会） 

第１３条 幹事会は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２ 幹事会は、会長、幹事及び第１５条に定める事務局長をもって構成する。 

３ 幹事会は、ＣＬＯＭＡの事業計画、事業報告、会員からの提案等、運営に

関する重要な事項を審議決定する。 

４ 幹事会の決議は、出席者の過半数をもって決定するものとし、可否同数の

ときは、議長の決するところとする。 

５ 幹事会は、幹事会構成員の過半数の出席をもって成立する。その際、代理

出席又は委任状による出席を妨げない。 

６ 会長又は事務局長の発意により、書面又は電子メールによる幹事会を開催

することができる。この場合、幹事会構成員からの回答をもって出席とみな

す。 

 

（部会） 



第１４条 ＣＬＯＭＡは必要に応じて部会を設置及び廃止することができる。

部会は幹事会の決定によって設置及び廃止される。 

２ 部会は、それらの目的に対して意欲ある会員の実務責任者等から構成され

る。 

３ 部会の構成員は幹事会の決議をもって承認される。 

４ 部会長の任期は２年とし、幹事の中から幹事会にて選任する。 

５ 部会長は必要に応じて、副部会長を若干名を置くことができる。 

６ 部会には、必要に応じてワーキンググループを置くことができる。 

７ ワーキンググループのメンバーは、正会員の中から部会長が選任する。 

 

（事務局） 

第１５条 ＣＬＯＭＡの業務を遂行するため、事務局長と数名の事務局員から

なる事務局を設ける。 

２ 事務局長は、事務局を統括し、必要に応じて会長の職務を代行する。 

３ 事務局は一般社団法人産業環境管理協会に置く。 

 

第５章 会計 

（事業年度） 

第１６条 ＣＬＯＭＡの事業年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。

ただし、初年度は１月１８日から翌年３月３１日までとする。 

 

（会費） 

第１７条 会員は毎年度幹事会でＣＬＯＭＡ会費規則で定める額を納入する。 

２ 会員は、当該事業年度の会員種別に応じた会費を納入しなければならない。 

３ 会費の月割り計算は行わず、既に納入した会費は返還しない。 

４ 会費の請求・管理など会費に係る事務については、幹事会が選定する会員

及び事務局が行うことができる。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第１８条 ＣＬＯＭＡの事業計画及び収支予算については、毎事業年度開始の

日から３か月以内に幹事会の承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による幹事会の承認を得た事業計画及び収支予算を変更する場

合は、幹事会の決議を受けなければならない。 

 

（事業報告及び決算） 



第１９条 ＣＬＯＭＡの事業報告及び決算については、幹事会の承認を受けた

上で総会の決議をもって承認されることとする。 

 

第６章 補則 

（規約の変更） 

第２０条 本規約は、総会の決議により改正することができる。 

 

（解散） 

第２１条 ＣＬＯＭＡは、総会の決議により解散することができる。 

２ 解散した場合、残余財産は幹事会の決議に従い処分する。 

 

（実施細則） 

第２２条 本規約の実施に関して必要な事項は、幹事会の決議を経て、会長が

別に定める。 

 

附 則 

第１条 本規約は、ＣＬＯＭＡの設立の日から施行する。 

第２条 当該規約及び設立時における幹事は発起人企業全員の同意をもって承

認されることとする。 

 

  



ＣＬＯＭＡ会費規則 

 

（目的） 

第１条 本規則は、ＣＬＯＭＡ規約に基づき、会員が納入するべき会費等に関

する事項を定め、円滑な活動に寄与することを目的とする。 

 

（会費） 

第２条 年会費は幹事会員が２５万円、一般会員が１０万円とし、年会費を納

入しなければならない。 

２ 入会初年度についても、前項で定める年会費とする。 

３ 退会届は、ＣＬＯＭＡ入退会規則に従い、年度末３月３１日までに行わな

ければならない。４月以降は、年会費を支払わなければならない。 

 

（会費の返還） 

第３条 退会者又は会員は、既に納付した会費の返還を請求することはできな

い。 

 

（改廃） 

第４条 本規則の改廃は、幹事会の決議をもって承認される。 

 

附 則 

 本規則は、２０１９年１月１８日より実施する。 

 

以 上 

  



 

ＣＬＯＭＡ入退会規則 

 

（目的） 

第１条 本規則は、ＣＬＯＭＡ規約に基づき、ＣＬＯＭＡへの入退会等に関す

る事項を定め、ＣＬＯＭＡの円滑な活動に寄与することを目的とする。 

 

（会員要件） 

第２条 ＣＬＯＭＡの会員は、以下を満たすことが求められる。 

(1) ＣＬＯＭＡ規約の遵守 

(2) ＣＬＯＭＡの目的達成に必要な活動への参加・協力・支援又は協働  

(3) 自らが反社会的勢力でなく、反社会的勢力との関係を現在及び将来に渡っ

て持たないこと 

 

（入会） 

第３条 入会審査は以下の手順で行う。 

(1) ＣＬＯＭＡへの入会を希望する者は、様式第１入会申込書を事務局へ提出

する。 

(2) 入会申込書を受領した事務局は、予備審査として、前条の会員要件の充足、

会員区分を確認する。 

(3) 事務局が予備審査の結果、入会申込書に不備がないと判断した場合は、速

やかに幹事会に審査を依頼する。 

(4) 幹事会は異議がある場合は事務局に連絡し、連絡を受けた事務局は異議の

内容に応じて調査などを行い、幹事会に報告する。幹事会からの異議が無い

場合は入会を許可する。 

(5) 審査の結果は会長名にて、事務局より申込者へ通知する。 

(6) 新たな入会があった場合は既存の会員に、その旨を公開する。 

２ 事務局は予備審査において、入会申込書の記載事項以外に追加情報が必要

であると判断した場合は、申込者に対し、書面による情報の提供を要請する

ことができる。 

３ ＣＬＯＭＡの設立前における第１項の入会審査は、幹事会の代わりに事務

局が務めることとする。 

 

（退会） 

第４条 退会は以下の手順で行う。  

(1) 退会を希望する会員は、様式第２退会届を事務局に提出する。 



(2) 退会届を受理した事務局は、退会意思を確認した後、幹事会に連絡すると

ともに、退会希望者に受領を伝える。 

 

（改廃） 

第５条 本規則の改廃は、幹事会の決議をもって承認される。 

 

附 則 

 本規則は、２０１９年１月１８日より実施する。 

以 上 

  



様式第１ 

 

 

  

年 月 日

2

4

6

7

9

16

17

18

19

①

②

③

「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（仮称）」加入申請書（１／２ページ）

市区町村、番地、建物名

8

業種（必須）

以下の通り加入の申請をします。

14

5

本社所在地（必須）
※半角英数字

▼欄外「入力にあたっての注意事項」をお読みのうえ、ご入力ください。

1
会社名・団体名（必須）

中分類

加入申請日

地域（必須）

フリガナ

氏

都道府県

▽以下は、9．で「企業」をご選択された場合のみご入力ください。

3

名

大分類

15

名

企業／企業でない（必須）

会社名・団体名
英語表記（必須）

都道府県

代表者（必須）

代表者　役職（必須）

年会費請求書ご送付先
（必須）※半角英数字

氏

業種
（3で「その他」を

選択した場合のみ）

市区町村、番地、建物名

入力にあたっての注意事項

           　　　へのご入力も忘れずにお願いいたします。

所属部署（必須）

電話番号
（必須）※半角英数字

「3．業種」は大分類、中分類ともにご選択をお願いいたします。業種の選択にあたっては、　　　　　　　　　　      をご参考ください。
なお、当てはまる業種がない場合や、ひとつの業種を選択することが難しい場合は、大分類、中分類ともに「その他」をご選択いただき、
「4．業種」（その他を選択した場合のみ）の欄に詳細をご記入ください。

メールアドレス（必須）

役職

年
会
費
　
ご
請
求
担
当
者

氏名（必須）

「5．代表者」は“社長名または役員名”でのご登録をお願いいたします。事業部単位・個人単位での申請は出来ません。
事業部制をとられている企業で、事業部長名でのご登録をご希望の際は、お手数ですが事務局 <●●@●●.●●.jp>までご連絡くださ
い。

（参考１）業種リスト

２ページ目



 

  

①

②

所属部署

氏

▼欄外「入力にあたっての注意事項」をお読みのうえ、ご入力ください。

氏名

電話番号
※半角英数字

メールアドレス

名

岡本

所属部署

役職

役職

氏名

役職

メールアドレス

氏名

メールアドレス

氏

電話番号
※半角英数字

産環協事務局からの情報（ニュースレター等）は、責任者の方にお送りします。責任者以外の方にも配信をご希望の場合は、副担当者
１、２にご登録ください。
４名以上で情報を共有されたい場合は、どなたかのメールアドレスを「グループアドレス」にしてご登録ください。

電話番号は複数の番号のご登録が可能です。
例）代表：●●－●●●－●●●●●、直通：●●－●●●－●●●●●

入力にあたっての注意事項

「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（仮称）」加入申請書（２／２ページ）

副
担
当
者
２

責
任
者

氏

副
担
当
者
１

昌司

電話番号
※半角英数字

名

所属部署

名



様式第２ 

 

  

年 月 日

3

電話番号
※半角英数字

メールアドレス

責
任
者

氏名

氏 名

所属部署

役職

「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス」退会届

以下の通り退会の申請を致します。

1
会社名・団体名（必須）

退会申請日

フリガナ

代表者　役職（必須）

2 代表者（必須）

氏 名



ＣＬＯＭＡ非公開情報の取扱規則 

 

（目的） 

第１条 本規則は、非公開情報の取扱いについて定め、もってＣＬＯＭＡ及び

会員の不利益を防止することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 非公開情報とは、ＣＬＯＭＡが作成、又は取得したドキュメント及び

成果物のうち、開示先が限定された文書（紙媒体又は電子媒体を問わない）

及び文書化されていない情報を指す。 

２ 開示先が企業である場合は、その子会社、関連会社、協力会社などは含ま

れない。 

３ 開示先が団体である場合は、当該団体の事務局を指し、当該団体を構成す

る会員などは含まれない。 

 

（開示制限） 

第３条 非公開情報の開示を受けた会員、関係機関等は、当該情報を指定され

た開示先以外に開示してはならない。 

２ 会員、関係機関等以外を開示先に含める場合は、当該開示先に対し、非公

開情報が指定された開示先以外に開示されないように処置する。 

３ ＣＬＯＭＡから開示された非公開情報を基にして、二次著作物が作成され

る場合には、当該二次著作物の開示先と著作権の所有者を明確にした上で、

開示の可否を判断する。 

４ 検証等を目的として、非公開情報を開示する場合は、当該開示先に対し、

目的外に使用されないように処置する。 

 

（責任範囲） 

第４条 ＣＬＯＭＡは、本規則に反して非公開情報が漏洩した結果生じた一切

の瑕疵に責任を持たない。 

 

（改廃） 

第５条 本規則の改廃は、幹事会の決議をもって承認される。 

 

附 則 

 本規則は、２０１９年１月１８日より実施する。 

以 上 


